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三重県青年・女性漁業者交流大会
三重県では、県内の青年・女性漁業者（グループ）の活動意欲を高め、活動内容の発表・技術交換等による生産技術の向上・経営の改善等、研鑽の場として、毎年、交流大会が開催されます。
[image: image1]本年度は、平成19年１月13日（土）、松阪市の三重県漁連のり流通センターで開催されました。
開会及び挨拶
県担い手室大中副参事による進行で開会されました。まず県農水商工部佐藤総括室長より挨拶がありました。
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実績発表（１）
最初に熊野市遊木町の濱中さんが、「わがらの町をわがらで元気に！～高品質さんまとブルーツーリズムの取り組み～」と題して発表されました。
自分のさんま棒受け網漁船に導入した殺菌海水装置でサンマの品質が良くなったこと。更に地域で都会の人達に地域の自然や環境を感じて貰う為の体験漁業を実施し、好評を得ている事などが披露されました。
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　実績発表（２）
次に伊勢管内からカキ生産者グループの村田さんによる「カキ食中毒ゼロへの挑戦～みえのカキ安心協議会の取組～」が発表されました。生産者を中心として確立されたノロウイルスのモニタリング体制などが紹介されました。
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実績発表（３）
　最後に香良洲漁協女性部の中西さんにより、「地元魚介類料理を通じた社会福祉活動の実践」が発表されました。
　料理講習等を通じた水産普及活動から社会福祉活動に広がった取組について紹介されました。
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講　演
実績発表の後、海の博物館館長代理の平賀さんより「昔から食べられていた三重県の魚」と題した講演が行われました。
様々な文献を引用しながら、古代より三重の地から様々な水産物が流通し、重宝されていた事を紹介しながら、水産物が持つ効果や機能性をもっと消費者に発信して行く必要があると結ばれました。
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実績発表の審査及び講評
　発表された３題について、審査が行われ、最優秀には濱中さんの発表が選ばれました。濱中さん及び女性部発表の中西さんは、３月に開催される全国大会で発表する予定です。なお、審査委員長である科学技術振興センター水産研究部の西村部長より、これらの活動が今後も継続される事を期待する旨の講評が述べられました。
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表彰
講評の後、佐藤総括室長及び三重漁連浜口常務から発表者３名に表彰状等が手渡されました。

今回の交流会では80名以上の参加者があり、また各発表者へも、いろいろな質問が出されていました。地域や漁業種類は違えども、同じ漁業者として取り入れる事が出来るところは取り入れて、各地で様々な活動が行われるきっかけになれば良いなと感じました。
